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1. はじめに 

 近年，景観資源の保全や改善等による良好な景観づく

りを推進する取り組みとして「シーニックバイウェイ制

度」が全国に先駆けて 2005 年に北海道で開始された．わ

が国では，このような良好な景観づくりの取り組みが行

われ始めている中，景観を評価する研究も積極的に推進

されている．しかし，その手法としては，アンケート調

査などによる定性的なデータを統計的に整理する手法が

主流である． 
本研究では，「シーニックバイウェイ北海道」で指定さ

れているルートにおいて，車で走行した際に見ることの

できる連続した道路景観をシークエンス景観として捉え，

定量的に評価すると共に，対象ルートにおける北海道ら

しい道路景観の特徴を明確にすることを目的とした． 
2. 調査概要 

本研究の調査対象ルートは，図-1に示すように「シー

ニックバイウェイ北海道」で指定されている旭川市～占

冠町間の国道 237 号線の富良野ルート（100km）と壮瞥

町～ニセコ町間の国道 453 号線及び国道 276 号線のニセ

コルート（90km）の 2 ルートとした．調査方法は，デジ

タルカメラを用いて，車内の助手席から仰角±30°の視野

で 1km 毎に写真撮影を行い，得られた画像データを用い

て道路景観の定量的な評価を試みた． 
3. 道路景観の定量的評価手法（フラクタル解析 1）） 

フラクタル次元は，図形の複雑さを定量化したもので

あり，その値は 1.0～2.0 の間に存在し，2.0 に近づくにつ

れて構図が複雑になる．本研究では，ボックスカウンテ

ィング法 2）により，フラクタル次元を算出した． 
4. フラクタル次元と占有率の関係 

図-2は，調査対象ルートのフラクタル次元と道路景観

画像の中で樹木や山を占める割合を示す緑視率の関係を

示したものである．フラクタル次元が増加すると共に緑

視率が低下する傾向を示した．これはフラクタル次元を

算出する際に樹木の部分がカウントされないためである

と考えられる．  
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 調査対象ルート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-2 フラクタル次元と緑視率の関係 
 
5. 道路景観の類型化 

5-1. 主成分分析 

本研究では，シーニックバイウェイルートにおける道

路景観の特徴を明確にするため，「フラクタル次元」と「緑 
視率」，「人工物の占有率」，「空の占有率」を用いて，主

成分分析を行った．主成分得点のサンプルプロット図を

図-3に示す．累計寄与率は 91％を示し，サンプルプロッ

ト図から第一主成分は「構図の複雑さ」，第二主成分は「空

間の広さ」を意味する評価軸であると定義した．  
5-2. 調査対象ルートにおける道路景観の類型化 

 本研究では，図-3の評価軸を基に調査対象ルートの道

路景観の特徴を A～C の 3 タイプに分類した． 
A タイプ（写真-1）は，沿道に建築物が立ち並んだ複 
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雑な道路景観を呈している．このタイプは，人工物の割

合が高く，フラクタル次元の平均値が 1.7 と高い値を示し，

スカイラインは「V 字型」である．B タイプ（写真-2）

は，沿道に高い樹木が無く，視野の広い道路景観を呈し

ている．このタイプは，空の占有率の割合が高く，フラ

クタル次元の平均値は 1.5 を示し，スカイラインは「水平

型」である．C タイプ（写真-3）は，沿道に高い樹木が

立ち並んだ圧迫感のある道路景観を呈している．このタ

イプは，緑視率の割合が高く，フラクタル次元の平均値

が 1.4 と低い値を示し，スカイラインは「V 字型」である． 
6. シーニックバイウェイルートの特徴 

調査対象ルートにおける道路景観のタイプ別の割合を

算出したところ，富良野ルートの特徴としては，B タイ

プが全体の 76％を占めていた．ニセコルートの特徴とし

ては，B タイプが 53％，C タイプが 44％を占めているこ

とがわかった．  
表-1は，ニセコルートにおける道路景観のタイプとフ

ラクタル次元及び，各種の占有率の変化をシークエンス

景観として捉え，その変動を整理したものである．ニセ

コルートの道路景観は，B タイプと C タイプが交互に連

続しており，道路景観に変化がみられる．また，市街地

を通過する際にフラクタル次元が増加していることも顕

著に表われている． 
7. まとめ 

本研究では，フラクタル次元を用いて，「シーニックバ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図-3 主成分分析によるサンプルプロット図 

 
イウェイ北海道」で指定されているルートの道路景観の

「構図の複雑さ」を定量的に評価した．さらに，道路景

観をフラクタル次元と各種の占有率を用いて主成分分析

を行い，その特徴を 3 タイプに分類することができた．

その類型化の結果から，「シーニックバイウェイ北海道」

の特徴的な道路景観は B タイプ及び，C タイプであるこ

とがわかった． 
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表-1 シークエンス景観分析表（ニセコルート） 
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